
・ユニバーサルサルベコウイルスワクチンの研究開発
・塩野義製薬株式会社 山本美奈

どんな研究ですか？

どんな新しい技術ですか？

ワクチン・新規モダリティ研究開発事業（一般公募）

令和元年12月に中国武漢で発生したCOVID-19はその後世界的に拡大し、
その後変異を重ねて次々と新しい変異株が出現しています。今後も新たな
パンデミックの脅威は潜んでおり、変異するコロナウイルスに有効なワク
チン開発が望まれています。
塩野義では、KOTAIバイオテクノロジーズ社、国立感染症研究所と協業

し、将来発生が予想される様々なコロナウイルス変異株にも対応できるワ
クチンを作製し、臨床試験を実施します。

どんなことが解決できますか？

本ワクチンが完成した際には、変異を続ける様々なタイプのコロナウイ
ルスによる感染症を予防することが期待できます。その結果、コロナウイ
ルス感染症の脅威や不安を取り除くことで、多くの方々の日常生活を守り、
社会活動、経済活動が止まってしまうことのない世界を実現することが期
待できます。

ユニバーサルワクチン*で変異を繰り返すコロナウイルスの脅威から日常生活を守る

自己紹介

*変異するウイルスに広く有効な次世代のワクチン

本ワクチンは組換えたんぱく質ワクチンです。病原体
ウイルス自体ではなく、目的のたんぱく質のみをワクチ
ンの抗原として作成し使用します。将来にわたって変異
を繰り返すウイルスにも有効なワクチンを作るために、
コンピューターシミュレーションや最先端の実験技術、
免疫学を組み合わせ、有望なワクチン抗原を見出します。
幅広い変異株に有効なワクチンの創出により、今後未

知のコロナウイルスによるパンデミックが起きた際にも、
本ワクチンによる予防が期待できます。

武漢株 オミクロン株

エリス株 未知の変異株

塩野義が研究している
次世代のワクチン

パンデミックから学校、仕事、旅行などの日常生活を守る

シミュレーション

実験

塩野義はKOTAIバイオテクノロジーズ社及び国立感染症
研究所と協力し、変異する様々なコロナウイルスに有効な
ユニバーサルワクチンの研究開発に取り組んでいます。

塩野義
医薬研究センター



ユニバーサルサルベコウイルスワクチンの研究開発

対象病原体 SARS-CoV-2を含むサルベコウイルス亜属

モダリティ 遺伝子組換えタンパク質

投与経路 筋肉内投与

開発支援期間
（予定） 2027年3月

開発企業
（アカデミア）
連携の有無

KOTAIバイオテクノロジーズ株式会社
国立感染症研究所

基本情報

（提案者：塩野義製薬株式会社 山本 美奈）
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